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 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 
Ｎ小学校の登録児童数 13 16 14 26 22 
Ｎ小学校外の登録児童数 ３ 11 17 23 23 
  






































 (6) 利用料について 
 現在の利用料は、全利用で月5,000円、週２日利用で月2,500円である。週２日利用を別に設け
ているのは、Ｎ小学校で３学年以上の児童を対象に、教員が指導する放課後部活動が週３日行わ













































 15：30  低学年下校（下校後、手洗い→おやつ→皿洗い→歯みがき→宿題） 
水曜日のみ、中高学年も含めて一斉下校 
 16：20  中高学年下校（下校後、手洗い→おやつ→皿洗い→歯みがき→宿題） 
〈全学年とも、宿題に取り組んだ後、自由遊び（水曜日のみ生活体験学習）〉 




















 ７：30  順次登所、登所後は自由遊び 
 ９：00  宿題などの学習 
 10：00  自由遊び 
 11：00  班に分かれて昼食づくり、その後、昼食→後片付け→歯磨き 
 13：00  自由遊び 
 14：00  生活体験学習、レクリエーション、おやつ準備など、集団での活動 
 15：00  おやつ→皿洗い→歯磨き 
 16：00  班に分かれて清掃 
 16：30  自由遊び 
 19：00  閉所 
  










































































































































































  52 石 村 華 代・石 村 秀 登 
16．高学年の児童が学童保育に通うことの意義や課題については、今後、別稿にて詳細な検討を行いたい。 
17．2012年全国学童保育連絡協議会調査（http://www2s.biglobe.ne.jp/Gakudou/2014kasyosuu. pdf）を参照。 
18．全国学童保育連絡協議会編集、上掲書、p.62。 
19．三好正彦『連携と協働の学童保育論』、解放出版社、2012年、pp.40-41。 
20． 二宮衆一「子どもたちの放課後生活の現状と学童保育」、学童保育指導員専門性研究会編『学童保育研究11』、か
もがわ出版、2010年、pp.15-16。 
21．永田都「同じ子どもにかかわる者同士－学童保育は子どもたちの最後の砦－」、学童保育指導員専門性研究会編
『学童保育研究11』、かもがわ出版、2010年、を参照。ここで、小学校教員である永田は、全国学力学習状況調
査などの影響で学校教育がより競争主義的な方向へと変容していることを指摘している。 
22．二宮衆一、前掲論文、p.16。 
23．石村秀登・石村華代、前掲論文、pp.219-220、を参照。 
24．ＮＰＯ法人学童保育指導員協会が認定する資格であるが、現時点では、一般に普及しているとはいいがたい。 
25．例えば、朝日新聞西部本社朝刊記事、2014年９月22日付、を参照。「学童保育民間が新風」と題し、手厚いサー
ビスなどの付加価値をつけてニーズに応える民間の学童保育が紹介されている。この記事によれば、都市部で
は、夜遅くまでの預かりや送迎、夕食、学習塾や英会話教室などを行う学童保育があり、利用料は公設施設の数
倍になるという。 
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